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遺伝子組み換え実験の様子 

一種であり、現在では遺伝子工学の発展に伴

い、生命科学やバイオテクノロジーの研究に

おいて幅広く使われています。そのような本

格的な題材を基にした実験に対して、生徒達

は真剣な顔つきで取り組みました。 

 

１学年 サイエンスツアーで首都圏へ 

 １学年では、普通科１・２組は１１月８・９日の２日間、
探究科３・４組は１１月７・８・９日の３日間の日程で、

サイエンスツアを実施しました。 

 このサイエンスツアーは、ＳＳＨ学校設定科目である「Ｓ

Ｓ１」（普通科）、「探究基礎」（探究科）の教育内容として、

科学博物館や大学、研究機関や企業における最先端の科学

技術の見学・体験をとおして、情報収集能力やプレゼンテ

ーションスキルの向上を図ることを目的としています。ま

た、事前学習や事後のまとめとプレゼンテーションなどの

一連の学習はキャリア教育の一環でもあり将来の進路への

関心を高め、能動的な学習や研究への意欲を高める機会で

もあります。 

 探究科は、１日目につくば市に行き、筑波大学やJAXA

などの研究機関を訪れました。夜には本校出身の現役大学

生から、和やかな雰囲気のなかで進路実現に向けた話を聴

くことができました。2日目は全クラスで日本科学未来館

に行き、最先端の科学技術に触れるだけでなく、プレゼン

テーション能力の養成を念頭に、グループに分かれて展示

内容を生徒同士で発表し合いました。3日目はコースに別

れ、関東の国公立大や企業を訪れました。生徒たちは、日

頃は触れることのない最先端の科学技術に大いに触発さ

れ、目を輝かせながら研修に取り組みました。 

左：大学キャンパス内を見学   右：熱心に講義を聞く生徒 

サイエンスツアーに参加した１年生の声 
・今の自分たちは科学技術に頼りすぎている面もあると思うので、今回  

 のサイエンスツアーをとおして、地球と人間どちらにも優しいものづ  

 りや未来づくりをしていくことが大切だと感じました。 

・大学見学をして、大学に進学したい気持ちがより強くなりました。 

・プレゼンテーションがとても大変でしたが勉強になりました。 

・来年度の課題研究のテーマ設定の参考にしたいと思います。 

ハワイ研修に向けて準備が進行中 

 ２月１０日（日）から予定されているＳＳＨハワイ研修
に向けて準備が進められています。 

 １２月１日（土）には、ハワイ研修派遣予定生徒および

希望生徒を対象として、浅間山巡検が行われました。これ

は過去の巨大噴火による堆積物と現在の地形の関係、「天

明の噴火」による溶岩や火砕流、岩層なだれの分布や様子

について実地巡検を行うものであり、信州の大地・防災・

地球環境を考える貴重な機会であります。この日は雪が舞

い散る寒い日でしたが、参加生徒達は群馬大学教育学部教

授の早川由紀夫先生の説明に熱心に耳を傾けていました。

 １２月２６日（水）には、ハワイ研修派遣予定生徒と保

護者の方を対象に、事前説明会が開かれました。二ノ宮校

長先生から、引率をされる予定である３名の先生が紹介さ

れたあと、ＪＴＢの宮澤さんから渡航にあたっての注意事

項についての説明をしていただきました。 

 １２月２８日（金）には、ホームステイ等にそなえての

英会話研修が行われました。この日のテーマは「自己紹介」

であり、英語科の黒岩先生と山田先生から、英語で自己紹

介をする上で気を付けたいことや役に立つ表現例の説明

があり、参加生徒は説明をもとに自己紹介の原稿を書きま

した。研修の最後には、ひとりひとりが前に出て自己紹介

の実演をしました。ハワイ研修に向けて今後もゼミ形式の

研修など、各種研修が予定されています。 

左：早川先生の説明を聞く参加生徒  右：自己紹介文の作成に取り組む 

浅間山巡検に参加した生徒の声 
・日本の火山とハワイの火山の性質の違

いを学びました。ハワイの火山を実際

に見て比べたいと思います。 

・今回はレポートがうまくまとめられな

かったので、もっと勉強して相手にう

まく伝えられる力をつけたいと思い

ます。 

・火山災害の恐ろしさについて初めて知

りました。早川先生のお話を興味深く

聞くことができました。 

 １学年探究基礎 遺伝子組み換え実験（探究科3・4組） 

 １２月１８日（火）６限目の１年３組探究基礎において、遺伝子組み換
え実験の授業が行われました。理科林先生の指導の下、生徒達は白衣を着

て、オワンクラゲのＧＦＰ（緑色蛍光タンパク質）遺伝子を大腸菌に導入

する実験に取り組みました。ＧＦＰは、２００８年にノーベル化学賞を受

賞した下村脩ボストン大学名誉教授らによって発見されたタンパク質の 
ご意見・ご要望はこちらへ・・・ 

飯山北高等学校SSH委員会 
〒389-2253 長野県飯山市大字飯山2610番地 

TEL 0269(62)4175  FAX 0269(81)1072 

URLhttp://www.nagano-c.ed.jp/iikita/ 
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